
「特別支援教育支援員が活きる校内連携のしおり」について 
 

特別支援教育課 
 

 

 

  小・中学校では、特別支援教育を必要とする児童生徒が増加し、教師だけでは十分な支援が困

難な場合がある。このようななか、特別な教育的支援を必要とする児童生徒を支える上で重要な

役割を果たしている「特別支援教育支援員」を校内体制に位置づけ、関係職員との連携のもと支

援の充実を図ることを目的に、「特別支援教育支援員が活きる校内連携のしおり」を作成。 

＊「第 3 次長野県特別支援教育推進計画」に基づく取組 

＊長野県教育支援委員会（構成員：医師、教員、保護者、福祉職員等）での検討を経て作成 

 

 

 

 

 

・基本的生活習慣確立のための日常生活の介助 

・発達障がいの診断等のある児童生徒に対する学習支援 

・学習活動、教室間移動等における介助 

・児童生徒の健康・安全確保関係 

・運動会、学習発表会等の学校行事における介助 

・周囲の児童生徒の障がい理解促進 等 

【内  容】 

 ・ 特別支援教育支援員の業務内容、校内支援体制構築の意義 

    特別支援教育支援員を含めた「チーム学校」による体制づくりの重要性 等  
 ・ 特別支援教育支援員が活きるための、関係職員ごとの役割・配慮事項・取組事例 等 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・ 参考資料（連携チェックシート・Ｑ＆Ａ・参考となる刊行物） 

 

【周知・活用】 

 ・ 市町村教育委員会・学校・教育事務所等への配布・活用依頼 

  市町村教育委員会や教育事務所の指導主事による学校訪問時に活用・校内研修で活用 等 

 ・ 管理職・特別支援教育コーディネーター・教員向け研修等で活用 

 ・ 県教育委員会ホームページへの掲載  等 

１ 作成の趣旨  

養護教諭 

管理職 

教科担任など 

特別支援教育 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

特別支援教育支援員 

学級担任 

管理職 

・校内支援体制の中に、特別支援

教育支援員の役割を位置づけ、

関係職員に説明。 

・実態把握・助言・研修機会づくり 

特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

・学級担任と特別支援教育支援員

が支援方針を共通理解し、連携し

た支援ができるようｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ。 

・時間割の調整・支援会議へ参加 

学級担任 

・学級経営方針・学級内ルール・

支援対象者への指導方針等を 

特別支援教育支援員に説明。 

・個別の指導計画作成、情報交換 

特別支援教育支援員 

・学級経営方針・個別の指導計画を

理解し関係職員と連携して支援。 

・対象児童生徒との信頼関係づくり、

学級担任や保護者との連携 

【Ａ市の例（Ｒ５）】 

（身分）パートタイム会計年度任用職員  

（勤務）年 210 日、1 日 6 時間以内  

（配置）小 34 名（うち 1 名医ケア支援） 

    中 14 名    

（職務）①生活・学習支援、②介助支援

③医ケア支援(①47 人、②1 人) 

（研修）年 2 回 (講演・ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ 等) 

２ 特別支援教育支援員の主な役割等     ＊R4 配置人数：全県で 1,209 人 

３ 「特別支援教育支援員が活きる校内連携のしおり」            


